
北九州シオン教会 2019 年 10 月 27 日(日)10:30  主日礼拝  
Cynthia 石原充江牧師 （カルスターアッセンブリー教会） 
ルカ 8：22～25、使徒 27；13～25  
「嵐に遭遇する時」 
 
【新改訳改訂第３版】 
ルカ 
 8:22 そのころのある日のこと、イエスは弟子たちといっしょに舟に乗り、「さあ、湖の向こう岸

へ渡ろう」と言われた。それで弟子たちは舟を出した。 
 8:23 舟で渡っている間にイエスはぐっすり眠ってしまわれた。ところが突風が湖に吹きおろして

来たので、弟子たちは水をかぶって危険になった。 
 8:24 そこで、彼らは近寄って行ってイエスを起こし、「先生、先生。私たちはおぼれて死にそう

です」と言った。イエスは、起き上がって、風と荒波とをしかりつけられた。すると風も波も収ま

り、なぎになった。 
 8:25 イエスは彼らに、「あなたがたの信仰はどこにあるのです」と言われた。弟子たちは驚き恐

れて互いに言った。「風も水も、お命じになれば従うとは、いったいこの方はどういう方なのだろ

う。」 
 
使徒 
 27:13 おりから、穏やかな南風が吹いて来ると、人々はこの時とばかり錨を上げて、クレテの海

岸に沿って航行した。 
 27:14 ところが、まもなくユーラクロンという暴風が陸から吹きおろして来て、 
 27:15 船はそれに巻き込まれ、風に逆らって進むことができないので、しかたなく吹き流される

ままにした。 
 27:16 しかしクラウダという小さな島の陰に入ったので、ようやくのことで小舟を処置すること

ができた。 
 27:17 小舟を船に引き上げ、備え綱で船体を巻いた。また、スルテスの浅瀬に乗り上げるのを恐

れて、船具をはずして流れるに任せた。 
 27:18 私たちは暴風に激しく翻弄されていたので、翌日、人々は積荷を捨て始め、 
 27:19 三日目には、自分の手で船具までも投げ捨てた。 
 27:20 太陽も星も見えない日が幾日も続き、激しい暴風が吹きまくるので、私たちが助かる最後

の望みも今や絶たれようとしていた。 
 27:21 だれも長いこと食事をとらなかったが、そのときパウロが彼らの中に立って、こう言った。

「皆さん。あなたがたは私の忠告を聞き入れて、クレテを出帆しなかったら、こんな危害や損失を

こうむらなくて済んだのです。 
 27:22 しかし、今、お勧めします。元気を出しなさい。あなたがたのうち、いのちを失う者はひ

とりもありません。失われるのは船だけです。 
 27:23 昨夜、私の主で、私の仕えている神の御使いが、私の前に立って、 
 27:24 こう言いました。『恐れてはいけません。パウロ。あなたは必ずカイザルの前に立ちます。

そして、神はあなたと同船している人々をみな、あなたにお与えになったのです。』 
 27:25 ですから、皆さん。元気を出しなさい。すべて私に告げられたとおりになると、私は神に

よって信じています。 


